
ディボーション質問表 2 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。   １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？  ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？  その事を誰かに分かち合ってみませんか。  3 日（月）伝道者の書 ７：１～29 １．さまざまな警句がこの章にはちりばめられています。 あなたにとって最も大切な警句は何でしょう。 またそれをどのように実践しますか？  ２．自分を年長者だと思う人は１０節を、年少者だと思う人は２１節を黙想してみましょう。 どんな発見がありますか？  ３．これらの失敗に陥らないために、あなたはどのように自分の心を整えますか？  4 日（火）伝道者の書 ８：１～17 １．８節が語る、できるはずのないことを可能にする人物はだれでしょうか？  １１節に罪にしばられた生活から逃れることができる真理が書かれています。 なにでしょうか？  → 十字架の裁きに自分の罪をすぐに置き処理して歩んでいるでしょうか？  ２．勝手気ままに生きて罪を犯し長生きしている人をうらやましく思うこともありますが、真のしあわせはなんでしょうか（１２～１４節）？  ３．１５～１７節を読んで今日できる適応を発見してみましょう。  5 日（水）伝道者の書 ９：１～９ １．人生には死が必ず訪れることを知りましょう。 死は必ずやってきます。 １～６節を読んであなたは今日どのように生きますか？  ２．７～９節は伝道者のアドバイスです。 a. ７節：日ごとの食事を感謝していますか？ b. ８節：十字架によって罪を処理していますか？ 聖霊さまに満たされていますか？ c. ９節：伴侶との関係はどうでしょうか？  あなたが幸せを感じることは間違っていませんか？  6 日（木）伝道者の書 ９：１０～１８ １．自分には何もできない、と落胆していませんか？  チャレンジすべきことはなにでしょうか（10～11 節）？  ２．１２節で、死について適切に説いています。 あなたは死に対してどう思っていますか？  そんなあなたは今日どのように生活しようとしていましたか？  ３．１３～１８節から学べることをくみとりましょう。  7 日（金）伝道者の書 １０：１～１１ １．１節に何と書いてありますか？ 愚かさの力はどれくらいでしょう。 愚かさとは具体的に何でしょうか（３～７節）？  愚かさをどう処理しますか（２節）？  ２．８～１１節に働く者へのアドバイスが書いています。 ８～９節は仕事にはリスクがあることを教えています。 あなたはどう思っていましたか？ １０節にがむしゃらに働くことが良いわけではないこと、立ち止まり見つめなおすことを教えています。 １１節で、能力を上げたり、学んだりすることの大切さを教えていますか？  8 日（土）伝道者の書 １０：１２～２０ １．１２～１５節を読んで、自分の言葉使いを吟味しましょう。  ２．１６～１７節を読んで、食生活を吟味しましょう。  ３．１８～２０節を読んで、不満の解消法を吟味しましょう。 → いつも十字架を見上げ、十字架の御業に頼って生きているでしょうか？ 


